
第１段階
・これまでの経過
・ルート検討範囲
・今後の進め⽅、

スケジュール

・複数ルート帯案
の提⽰

・評価項⽬設定

・地域の課題の共有
・道路計画の必要性の確認

 広域的観点

 安曇野市の観点

・評 価 項 ⽬ の
内容

・各ルート帯の
特徴

・複数ルート帯の⽐較評価
・評価項⽬ごと

の各ルート帯
の優位性

・最適ルート
帯の決定

第２段階 第３段階 第４段階 第５段階

令和元年６⽉９⽇

令和元年7⽉28⽇

令和元年9⽉8⽇
令和元年12⽉１⽇ 令和２年２⽉２⽇ 令和２年7⽉26⽇ 令和２年8⽉30⽇

今回は
この段階です

今回は
この段階です

終了しました終了しました 終了しました終了しました 終了しました終了しました 終了しました終了しました

ルート帯決定までの流れ
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［第２会場］
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57

豊科公⺠館ホール

 7 ⽉ 26 ⽇（⽇）に開催しました第６回説明会では、第 4 段階の「複数ルート帯の⽐
較評価」（２回⽬）として、評価項⽬ごとの各ルート帯の優位性についてご確認いただ
きました。
 第７回説明会は、第５段階として、最適ルート帯を発表し、今後の設計で考慮する
内容についてご説明したいと考えております。
 ご多忙中とは存じますが、ご出席くださいますようお願い申し上げます。

●第 5 段階 最適ルート帯の決定について

会 場
⽇ 時 令和 2 年８⽉ 30 ⽇（⽇）14︓00 〜 16︓00

［第１会場］豊科公⺠館 ホール     （定員 160 名）
［第２会場］安曇野市役所 ４階 ⼤会議室 （定員  60 名）

※第１会場で説明会の進⾏
と説明を⾏い、その状況
は第２会場でもご覧にな
れます。

※発⾔はどちらの会場でも
可能です。

2 会場
同時中継

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」

安曇野市新設区間の第７回説明会開催のお知らせ

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」

安曇野市新設区間の第７回説明会開催のお知らせ

● ⽇ 時

● 説明内容

□ 新型コロナウイルス感染予防対策として、会場を２つに分け、各会場の参加⼈数に制限を設け
ております。

□ 参加希望の⽅は事前申込みをお願いします。（申込⽅法は裏⾯をご覧ください）
□ 説明会場には、マスク着⽤のうえお越しいただきますようお願いいたします。
□ 当⽇体調の悪い⽅は、来場をご遠慮ください。（⼊場をお断りすることがあります）
□ その他、会場における各種感染予防対策について、ご理解とご協⼒をお願いします。



分 野 評価項⽬ 安曇野 IC 起点ルート帯 Ａルート帯 B ルート帯 C ルート帯 犀川左岸ルート帯
①⾼速交通ネットワークの構築
②市内交通の円滑化
③安全・安⼼な⽣活の確保
④災害に強い道路
⑤景観、環境への配慮
⑥地域住⺠への影響
⑦農業への影響
⑧商⼯業への影響
⑨交流促進・地域活性化
⑩経済性
⑪施⼯性
⑫効果の早期発現

Ⅰ 交通

Ⅱ 防災
Ⅲ 環境

Ⅳ ⽣活

Ⅴ 地域経済

Ⅵ 事業性
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地域⾼規格道路 松本⽷⿂川連絡道路
安曇野市新設区間ルート帯案

凡例
わさび⽥
既存集落
公益・⽂化施設
⼯場・⽣コン
商業施設
養⿂場

凡例
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Ａルート帯案（50mの幅）
Ｂルート帯案（50mの幅）
Ｃルート帯案（50mの幅）

犀川左岸ルート帯案
（50m の幅）
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□ 説明会で使⽤した資料につきましては、説明会終了後、安曇野建設事務所及び安曇野市のホームペー
      ジに掲載するとともに、安曇野建設事務所、安曇野市役所本庁舎、明科⽀所、穂⾼⽀所に配置します。
□ 説明内容について、あづみ野テレビでの放送や安曇野建設事務所での放映も予定しております。

申込受付期間 ︓ ８⽉ 12 ⽇（⽔） から８⽉ 21 ⽇（⾦）まで

 下記①または②の⽅法で、「⽒名・住所（番地不要）・連絡先（電話番号またはメールアドレス）」
をお知らせのうえ、申込みをお願いします。
 なお、定員に達しましたら申込みをお断りさせていただきます。ご了承ください。

※ 受付順に、第１会場からご案内します。当⽇は、受付時にお伝えした会場へお越しください。
 （電⼦メールでお申込みの場合、受付確認後にメールを返信しますので、ご確認ください。）

① 電話（開庁⽇ 8 時 30 分〜17 時 15 分）
       0263-72-8308 （安曇野建設事務所 整備課 計画調査係）
  または   0263-71-2332 （安曇野市役所 都市建設部 監理課）

② 電⼦メール azumiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

第 7 回説明会の説明内容の放送・放映⽇程
  あづみ野テレビ（122ch）   ８⽉ 31 ⽇（⽉）〜 9 ⽉ 6 ⽇（⽇） 14 時〜／ 19 時〜（１⽇２回）
  安曇野建設事務所 301 会議室 ８⽉ 31 ⽇（⽉）〜９⽉ 3 ⽇（⽊）（開庁⽇）９時〜16 時（随時）

●説明会への事前参加申込みについて

●令和２年７⽉２６⽇（⽇）に提⽰したルート帯の⽐較評価（案）

●説明会資料の掲載・説明内容のテレビ放送等について

●令和 2 年 2 ⽉ 2 ⽇（⽇）に提⽰したルート帯（案）


